〈村人のうた〉
前島家句集

　園の前島に1冊の俳句集があり、表紙には、

　　　丑ノ皐月上旬

　　釜屋大明神奉燈巻

　　　　伯州園邑

　と記されている。

　前島の2代与左衛門は、百姓仕事のかたわら俳書を読み、句作にふけり、その句

　「木枯や唐傘片手に時雨かな」

は殿様のお褒めにあづかり、褒美を貰ったものだという。与左衛門は安政3年に死去した。
　この俳句集は、与左衛門を中心とする園の俳人が、与左衛門死去の3年前の嘉永6年（丑の年）に、園の氏神釜屋大明神に奉献のため作句したものの写しではあるまいか。

　この俳句集の初めには、

　　　　青嵐、時鳥、夏山、田植、若竹、雲峯

の6題を記し、次に燈面の句に移っている。

　巻頭　　加茂川の月を見透せ青嵐　　口月

　　　　　若竹の親より生れ上りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かも),鳧)　　立石
　　　　　月一つ吐て崩るる雲の峯

　巻軸　　不二はまた雪の上也雲の峯　梅花

　　　　（追加）

　　　　　柳からそと知らせけり青嵐　　　一柳

　　　　　ほととぎす鳴き残してよ峯の月　　梅寿

　　　　　時鳥啼いて湖水のささ濁り　　　少名
　　　　　若竹の露をこぼさぬ月夜哉　　　登舟
　　　　　つるつると一癖もなし今年竹　　一柳

　　　　　青嵐山深ふして書の月　　　　　竹王

　　　　　石山や膳所にそびえて雲の峯　　一柳

　　　　　松蔭や友に逢ひたる夏の山　　　少名

　　　　　青嵐湖水に落ちて流れ鳧　　　　竹主

　　　　　植て行田面に三日の明り哉　　　梅寿

　　　　　打かへす袖に月あり時鳥　　　　竹主

　　　　　一二寸富士を放れて雲の峯　　　少名

　　　　　雲の峯志賀に崩れて流れけり　　竹主

　　　　　立ち出でて見れば月也郭公　　　同
　此の俳句集のできた頃の園は、戸数65戸、人口466人、牛33疋（文化2年調）ばかりの農村であるが、廻漕業、酒屋、紺屋を営む者、余業（副業）として鰯漁、さつまいも作り、木綿作りをする人もあって、暮らしにややゆとりのできた百姓のなかには、文字を知り、文芸を理解する人もできたと思われる。

　地引網で漁った鰯は大部分を投げ干しにして肥料として売出し、木綿（綿布）の綿は主に浜の目から仕入れて来る綿商人から買って、織上げた木綿を仲買人に売った。サツマ芋は大部分を自家用としたが、当時サツマ芋を作る村は少なかったので、これも一部は金に替えたらしい。前島の俳人与左衛門の父伊助兄弟は、当時紺屋であったと思われる。松本に生まれ、分家をして貰って、それぞれ前島、上長の初代となった。単純な百姓仕事では、2人の子どもを分家させる余裕は生れなかったと思われる。この俳句集は、当時の農村の文化傾向を知る好資料である。（この頃『歴史稿』より）
石沼賢治の句と歌

　泊村に住んだ歌人、石沼賢治のことは、村人に余り知られていない。僅かに尾崎岩雄が、その草稿『泊村の歴史稿』のなかで紹介している。
　石沼賢治は、太平洋戦争後、妻の実家（泊宮下由松）に疎開したが、翌年からは商いで生計をたてるため、自らは京都に留まりながら、泊へ往復していた。その間、和歌に精進し、前川佐美雄の主宰する歌誌『日本歌人』に投稿し、「作品其一」に掲載されるようになり、多くの秀歌を残している。本県では枝野登代秋がその仲間であった。昭和28年4月、胃潰瘍で倒れ、妻子を残して死去した。齢49の若さであった。
　もともと彼は京都の生まれ（明治38年）で、出生後間もなく、近江出身で京都で働く石沼宇右衛門の養子となった。大正8年、高等小学校を卒業しているが、このころから文学を愛し、級友と文集などを作成している。その後、京都の仏具店の店員を勤めるが、昭和6年、結婚後は雑貨商を始め、七条御前通に店を持った。19年、戦争の激化で企業疎開に遭い廃業、妻子は泊の妻の実家に疎開させている。
　彼は俳句をよくし、俳名は雨耕子を名のり、和歌では石沼賢で投稿している。彼の作品は昭和19年ごろのものから、死の渕にあった28年までのものが見られる。ここではその中から選んだものである。（なお、この選句、選歌には現『国民文学』所属松本敏明（北条町）に御教示を頂いた。）

〈俳句〉

◇昭和19年ごろ、泊村の住民となって
　若布干すことにも馴れて磯に住む

　筥眼鏡よぎる魚あり若布刈る

　潮汲みに出て居る妻や明け易き

　春立つや畑つくらうすべもなく

　干瓢のすだれの外の日本海

　病よし紫苑の縁に居てあかす

　着ぶくれていて素足なる漁師かな

◇昭和26年ごろ、七種会の同人として

　弥陀仰ぐ中のひとりの手にあざみ

　梅雨晴れや水煙天女うかべしむ

　枯戸にかかわりもなく帆の早さ

〈和歌〉

◇昭和24年の秋、はじめて生母の死を聞いて墓参
　ひとことの言葉かはさず四十路すぎ冷たき墓に母と呼びけり。

◇昭和35年、京都かがりび会『かがりび』14号より

　ためらひもなくて云ひ得し日もありぬ足許の椿ふみにじりたり

　山深く郭公のなくたそがれは声のかぎりを誰にともなく

　吾のみの汝にあらぬを手にのこる草の香りを拭ひたく思う

　ひたすらに逃れたき思ひ終電の車輪の音の静けさにゐる

◇昭和27年4月以降『日本歌人』へ投稿のものなど

　葦生えば葦をはぐくむ池水の暁の鳥映すを忘るる

　夕焼のはげしき中にうちかざすわれの掌骨透けとほる

　冬山のしずまりかへる谷にして水流れゐるおくるるごとく

　ひとすぢに歩み来し道わかれたればくさむらを翔つ鳥を待ちけり
　屋上へ螺旋につづく階段の一段々々雪をのせたる
　駅の雑踏に高く手をあげ口を開け近づく少女のわれは父なる

　ふるさとの朝明けの霧の深くして大きい呼吸をすれば歯にしみとほる

　押し出されしはづみに歩むこの道の流れに沿へりはるかにかすむ

　エレベーターが運びあげたる群衆の屋上に出て手持無沙汰なる

　圓をなし見ゆるかぎりの青き空よりどもあらす雲なりとおけ

　杉苗の幾百本を捜し終へてさへぎるものなき天を仰ふぎぬ
　青梅に対して開く窓なれどすぎさりしことわれは云ふなり
　弾痕をかくせる毛なみ厚くして己死せるを知らぬがごとし

　その枝の梅ひらきしを蓑むしの蓑に手を触れ言いてやりけり

　焼え上り炎となりし塵芥のいのちほろぼす時のうつくし

　一と冬を荒れ通したる海に対ふやむときもなき漁夫のまなざし

　ことごとく葉をふるいたる雑木の威儀を正して天支えたる

　ミシン踏む女ひとりのまづしさよ蛍光燈の青く部屋にみつ

　今日よりは失業者なり銭湯の誰彼の声耳につくなる

　父の言葉に疑ひをもつ娘となりてスカートの襞丹念に折る
◇昭和28年4月14日（死の前日）下宿の2階に横臥して、長女啓江筆記）

　一瞬にとびちる生命大切に子たちの作る果汁をすする

　石ころのごとき仰臥のわが上に都会の塵ようしゃなくつむ

　病みをれば腰のゆふひもの細くして都会の風のふきぬける部屋

　以上松本氏に選んでいただいたものである。彼の創作を知るには資料が少ない。泊をうたった秀作もあり、生活の中からにじみ出た啄木を感じさせるような歌、そして病苦と闘いながら死を見つめた歌など多彩である。前記松本氏も、
　「25年の作品（「郭公」）のロマンチックな清感豊かなものから、27年以後は次第に写実的傾向へ移行しているようだ。おそらく、25年以前のものも、25年の作品に代表される傾向の歩みで、27年以後写実をたどり、「葦生えの」作のように写実の徹底深化へと続いていくのではないか」
といっている。

　最後に松本氏の選評を記し、この稿を終わる。

　　全体的には、物を見る眼がこまやかで、秀作が多くあります。疎開のためか、性格の故か、生活にとけこめない孤独感がこもっています。それは妻への労りとなり、蓑虫への労りとなり、ほろびの美の発見となり、躍動して働く者へのうらやましさとなり、対象は異りつつ、やはりさびしさが漂っているようです。「若布干す」句や「病よし」の句など、孤独から救われたひとときの安定した思いが満ちているようです。
